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船舶事故調査報告書 

 

                              令和８年７月２２日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

委   員  伊 藤 裕 康（部会長） 

                         委   員  上 野 道 雄 

                         委   員  高 橋 明 子 

 

事故種類 転覆 

発生日時 不明（令和７年５月２８日 ０４時３０分頃～０５時４５分頃の間） 

発生場所 不明（千葉県勝浦市浜行川
はまなめがわ

岬北東方沖） 

事故の概要 漁船大野
お お の

丸は、刺し網漁の網を揚収する目的で出航後、転覆した。 

大野丸は、船長が落水して死亡し、船外機に濡損等を生じた。 

事故調査の経過 令和７年６月１０日、本事故の調査を担当する主管調査官（横浜事

務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者からの意見聴取は、本人が本事故で死亡したため、行わ

なかった。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

漁船 大野丸、０.８９トン 

 ＣＢ３－７１１６５（漁船登録番号）、個人所有 

 ５.０４ｍ（Lr）×１.４６ｍ×０.５５ｍ、プラスチック 

 ガソリン機関（船外機）、３０kＷ（動力漁船登録票による）、昭和

４８年８月３日 

（写真１ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 本船 

 乗組員等に関する情報 船長 ７５歳 

 二級小型船舶操縦士 

  免許登録日 平成１６年４月２６日 

  免許証交付日 令和５年６月５日 

         （令和１１年４月２５日まで有効） 

 死傷者等 死亡 １人（船長） 

 損傷 船外機に濡損等（写真２参照） 
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写真２ 船尾部 

（船長所属の漁業協同組合（以下「漁協」という。）提供） 

 気象・海象 気象：天気 曇り 

本船発見場所の東北東方約６.７km にある勝浦特別地域気象観測所

における令和７年５月２８日の観測値は、次のとおりであった。 

海象：本船及び船長を発見した漁協組合員２人（以下「組合員２人」

という。）は、小型船舶で捜索中、海上にはうねりがあり、波高

約２～３ｍの波が立っているのを見ていた。 

気象庁ウェブサイトの日別海面水温によれば、５月２８日の海

面水温は約１９℃であった。 

潮汐 高潮時（０４時３０分頃） 

日出時刻：０４時２７分頃 

銚子地方気象台の発表内容は、次のとおりであった。 

(1) 天気予報 

南部 

５月２７日０５時発表 

明日 

北の風 後 北東の風 

くもり 明け方まで雨 

波２.５ｍ うねりを伴う 

５月２８日０５時発表 

 
項目 

時刻 
気温 
(℃) 

風向・風速 

平均 最大瞬間 

風向 
風速 
(m/s) 

風向 
風速 
(m/s) 

04:30 15.9 北 3.6 北 6.5 

05:00 15.9 北 2.9 北 4.6 

05:30 16.0 北 3.7 北 7.8 

06:00 16.1 北 4.1 北北西 7.3 
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今日 

北の風 後 北東の風 

くもり 時々 晴れ 

波２.５ｍ 後 ２ｍ うねりを伴う 

(2) 注意報 

５月２７日１６時０４分発表 

勝浦市 波浪注意報 

波 注意期間 ２７日夜遅くから２８日夕方まで 

波高 ２.５ｍ 

付加事項 うねり 

 事故の経過 本船は、船長が１人で乗り組み、いせえび
．．．．

刺し網漁の網を揚収する

目的で、令和７年５月２８日０４時３０分頃、勝浦市浜行川の係留場

所（以下単に「係留場所」という。）を約２０隻の僚船と共に出航し

た。 

係留場所で本船の帰航を待っていた船長の友人は、ふだんより遅い

０５時３０分頃になっても本船が帰航しないので心配になり、既に帰

航していた僚船船長にその旨を連絡した。 

僚船船長は、組合員２人に本船の刺し網設置場所（浜行川岬北東方

９００ｍ付近）の様子を見てくるよう依頼し、組合員２人は、０５時

４０分頃、小型船舶で係留場所を出航した。（図１参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 事故発生場所概略図 

（一般財団法人日本水路協会 航海用電子参考図（new pec）を加工

して作成） 

 

組合員２人は、本船の刺し網設置場所付近に到着して周囲を捜索し

✕ 

船長の発見場所 

係留場所 

千葉県 
勝浦市 

浜行川岬 

本船の発見場所 

○ 
刺し網設置場所 

２ｍ 
５ｍ １０ｍ 

概ね 370ｍ 
0.2 海里 

行川湾 

２０ｍ 

✕ 
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たところ、０５時４５分頃、同設置場所の北方で転覆した状態の本船

を発見した。 

組合員２人は、船長の姿が見当たらず周囲を捜索していたところ、

本船から南西方の海面にベスト型の救命胴衣を着用し、うつ伏せの状

態で浮いている船長を発見して小型船舶に引き上げた。 

組合員２人は、胸骨圧迫による心肺蘇
そ

生措置を行いながら、０５時

５０分頃に係留場所に戻って付近にいた別の組合員に救急への通報を

依頼した。 

船長は、係留場所到着後、胸骨圧迫に加え、ＡＥＤによる心肺蘇生

措置が行われ、救急車で勝浦市内の病院に搬送されたが死亡が確認さ

れ、後日、別の病院で次のとおり検案された。 

死亡時刻：５月２８日０７時２０分 

直接死因：不詳 

本船は、僚船によって係留場所へえい
．．

航された。 

 その他の事項 (1) 船長の操業状況等 

組合員２人によれば、本事故当日の操業は２７日１６時３０分

頃に設置した網を揚収するものであり、本船の刺し網は設置場所

に四つ設置されていたが、いずれも揚収されていなかった。 

(2) 船長の漁業経験 

組合員２人によれば、船長は２０年以上の漁業経験があり、出

漁期には月に２０日程度、操業していた。 

(3) 本船の状況 

組合員２人によれば、刺し網を揚収する際、船外機の舵柄に両

舷から伸ばしたゴム製バンドを掛け、舵が中央となるように固定

して船の姿勢を安定させていた。本船は発見時、船外機の向きが

中央に固定されていた。（写真３参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真３ 船外機の向きを中央に固定した状況 

 

(4) 船長の服装、携帯電話等 

船長は、救助された際、長袖のＴシャツの上に胴付きの合羽、

長靴を着用しており、紐
ひも

付き防水パックに入れた携帯電話を首に

ゴム製バンド 

ゴム製バンド 

舵柄 
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かけて合羽の胸ポケットに携行していた。 

僚船船長は、本事故当日の０４時４１分及び４２分に自身の携

帯電話へ船長から着信があったが、操業中で気付かなかった。 

(5) 行川湾の水深の状況 

海図Ｗ５８（勝浦港及付近）によれば、行川湾は、水深が２～

２０ｍ程度に変化している。 

(6) 浅水変形等に関する情報 

気象庁ウェブサイトには、浅水変形について次のとおり記載さ

れている。 

浅水変形 

沖合からの波が浅海域に進入した場合、水深が波長の 1/2 よ

りも浅くなると海底の影響を受けて波高・波速・波長に変化が

表れます。 

水深に対する波高の変化を見ると、水深が波長の 1/2～1/6 の

海域では浅くなるほど波高も低下し、元の波高の 90％程度まで

低くなりますが、それよりも水深が浅くなると傾向が逆転して

波高が急激に高くなっていきます。また、波速については水深

が浅くなるほど減速し、波長については短くなってゆく傾向が

あります。 

「波浪学のＡＢＣ」（磯﨑一郎著、株式会社成山堂書店、平成 

１８年８月２８日発行）には、磯波について、次のとおり記載さ

れている。 

第２章 沿岸における波の変形 

２.３ 磯波 

（前略） 

沖合では砕波していない波でも、海岸の浅海域に進ん

でくる場合には、水深と海底勾配に関係して生ずる浅水変

形、屈折、反射などの効果によって波高が増大し、波長も

短くなり、結局波形勾配が急峻になって砕波します。これ

が、いわゆる磯波です。 

（後略） 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

不明 

不明 

あり 

本船は、次のことから、船長が刺し網の揚収作業を行おうとしてい

た際、０４時３０分頃から０５時４５分頃までの間に高波を受けて転

覆した可能性があると考えられるが、目撃者がおらず、船長が死亡し

ており、客観的な情報も十分に得られなかったことから、転覆に至っ

た状況を明らかにすることはできなかった。 
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(1) 本船は、船長が１人で乗り組み、いせえび
．．．．

刺し網漁の網を揚

収する目的で、０４時３０分頃に係留場所を出航した。 

(2) 本船は、０５時４５分頃、本船の刺し網設置場所の北方に転

覆した状態で発見された。 

(3) 本船は発見時、船外機の向きが中央に固定されていた。 

(4) 本船の刺し網は、設置場所に４つ設置されたまま、揚収され

ていなかった。 

(5) 行川湾は、水深が２～２０ｍ程度に変化し、本船の捜索時は

海上にはうねりを伴う波高約２～３ｍの波が立っていた。 

船長は、本船が転覆したことにより、落水して死亡したものと考え

られる。 

船長は、携帯電話で０４時４１分及び４２分に僚船船長へ架電し、

救助を要請した可能性があると考えられる。 

原因 本事故は、浜行川岬北東方沖でうねりを伴う波高約２～３ｍの波が

ある状況下、船長が刺し網の揚収作業を行おうとしていた際、本船が

高波を受けて転覆した可能性があると考えられる。 

再発防止策 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・小型漁船の船長は、沿岸部の水深が浅い海域では、高波（磯波）

に遭遇することがあることに留意し、出航前に気象・海象情報を

収集し、自船の操縦性能から航行が危険と考えられる場合には、

出航を見合わせること。また、航行中又は操業中は常に波や風の

状況に注意を払い、気象・海象の悪化が見込まれる場合には早め

に帰航するなど同海域を離れること。 

 


